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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年３月期 82,957 △6.5 7,011 11.3 7,313 10.6 5,308 17.0
３年３月期 88,678 △4.6 6,297 △11.0 6,610 △9.9 4,536 △9.7

（注）包括利益 ４年３月期 4,704百万円 （△20.0％） ３年３月期 5,877百万円（295.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
４年３月期 210.29 － 9.2 7.6 8.5
３年３月期 179.72 － 8.5 7.2 7.1

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
４年３月期 96,159 59,704 61.9 2,356.06
３年３月期 95,120 55,834 58.5 2,202.88

（参考）自己資本 ４年３月期 59,475百万円 ３年３月期 55,609百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
４年３月期 4,613 △1,416 △927 24,690
３年３月期 7,214 △1,086 △660 22,420

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

３年３月期 － 11.00 － 19.00 30.00 757 16.7 1.4

４年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00 757 14.3 1.3

５年３月期（予想） － 15.00 － － － －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 40,000 0.4 2,100 △38.3 2,250 △37.1 1,650 △42.3 65.36

通期 82,000 △1.2 4,500 △35.8 4,800 △34.4 3,300 △37.8 130.73

１．令和４年３月期の連結業績（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

 　(注）５年３月期の期末配当につきましては、未定としております。

３．令和５年３月期の連結業績予想（令和４年４月１日～令和５年３月31日）
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ４年３月期 27,060,000株 ３年３月期 27,060,000株

②  期末自己株式数 ４年３月期 1,816,192株 ３年３月期 1,816,127株

③  期中平均株式数 ４年３月期 25,243,836株 ３年３月期 25,243,921株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
４年３月期 81,465 △6.2 6,921 11.7 7,237 11.1 5,261 17.3

３年３月期 86,810 △5.3 6,194 △11.3 6,512 △10.1 4,484 △9.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
４年３月期 208.44 －
３年３月期 177.63 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
４年３月期 95,016 57,806 60.8 2,289.94

３年３月期 93,863 54,182 57.7 2,146.37

（参考）自己資本 ４年３月期 57,806百万円 ３年３月期 54,182百万円

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 39,400 0.9 2,090 △38.1 2,230 △37.2 1,640 △42.3 64.97

通期 80,560 △1.1 4,470 △35.4 4,760 △34.2 3,280 △37.7 129.93

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．令和４年３月期の個別業績（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

（２）個別財政状態

２．令和５年３月期の個別業績予想（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症への対策を講じながら、社会経済活動が正常

化に向かいつつある中で、各種政策の効果により持ち直しの動きが続いているものの、世界情勢の不安などの懸念

材料も多く、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　建設業界においては、国土強靭化計画等の関連予算執行により公共投資は堅調に推移する一方で、民間設備投資

は、製造業においては回復傾向にあるものの、非製造業における慎重姿勢は依然として変わらず、厳しい状況が続

いております。

　こうした中で、当社グループは第18次経営計画において３つの経営目標「信頼」「競争力」「実行力」を掲げ、

「安全と技術の名工」「社員が誇れる企業」を目指し課題解決に取り組んできました。

　当連結会計年度の経営成績は、受注高は前期比4,524百万円増加（5.6％）の84,973百万円となりました。受注高

の内訳は、土木工事が61,715百万円、前期比2,009百万円減少（3.2％）、建築工事が23,258百万円、前期比6,533

百万円増加（39.1％）となりました。また、分野別では、官公庁22,513百万円、民間62,460百万円であり、その構

成比率はそれぞれ26.5％、73.5％であります。

　売上高は、土木工事・建築工事ともに減少し、全体で前期比5,721百万円減少（6.5％）して82,957百万円となり

ました。売上高の内訳は、完成工事高が81,782百万円、兼業事業売上高が1,174百万円であります。完成工事高の

うち、土木工事は62,063百万円、前期比1,771百万円減少（2.8％）、建築工事は19,719百万円、前期比4,084百万

円減少（17.2％）であります。また分野別では、官公庁20,873百万円、民間60,909百万円であり、その構成比率は

それぞれ25.5％、74.5％であります。

　利益面では、完成工事高が減少しましたが、工事利益率が改善したことにより、売上総利益は前期比665百万円

増加（5.9％）の11,877百万円となりました。

　販売費及び一般管理費が前期比48百万円減少（1.0％）し、売上総利益が増加したことにより、営業利益は前期

比714百万円増加（11.3％）して7,011百万円となりました。

　受取配当金の計上などにより営業外収益が383百万円、営業外費用が81百万円となり、営業利益が714百万円増加

したことにより、経常利益は前期比703百万円増加（10.6％）して7,313百万円となりました。

　特別利益は、投資有価証券売却益が増加したことにより前期比641百万円増加（13535.6％）して646百万円にな

りました。特別損失は、投資有価証券評価損が増加したことにより前期比140百万円増加（305.6％）し186百万円

となりました。

　以上の結果、税金等調整前当期純利益は前期比1,204百万円増加（18.3％）して7,773百万円となりました。これ

に法人税等及び非支配株主に帰属する当期純利益などを控除して親会社株主に帰属する当期純利益は前期比771百

万円増加（17.0％）して5,308百万円となりました。

　なお、当連結会計年度の期首から「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を

適用したことに伴い、当連結会計年度の売上高が256百万円増加し、営業利益及び経常利益がそれぞれ26百万円増

加しております。

　当連結会計年度の主な受注工事及び完成工事は以下のとおりであります。

＜主な受注工事＞

中日本高速道路（株）　　　　　新湘南バイパス　西久保高架橋西鋼橋耐震補強工事

愛知県　　　　　　　　　　　　畜産総合センター種鶏場整備建設工事

東海旅客鉄道（株）　　　　　　東海道本線刈谷駅改良ほか（建築）

興和地所（株）　　　　　　　　（仮称）亀有五丁目計画　新築工事　Ａ棟・Ｂ棟

（福）相和福祉会　　　　　　　乳児院・「風の色」分園型ユニット新築工事

＜主な完成工事＞

愛知県　　　　　　　　　　　　橋りょう整備事業県道羽島稲沢線新濃尾大橋下部工事(誰もが働きやすい現場

　　　　　　　　　　　　　　　環境整備工事）

中日本高速道路（株）　　　　　新東名高速道路　秦野インターチェンジ他４管理施設新築工事

東海旅客鉄道（株）　　　　　　紀勢本線熊野川Ｂ橋脚基礎補強

樽見鉄道（株）　　　　　　　　樽見鉄道樽見線　美江寺駅～北方真桑駅間(9km600m付近)単独立体交差工事

東山フイルム（株）　　　　　　東山フイルム瑞浪工場　研究開発棟新築工事
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　なお、事業別セグメントの業績については以下のとおりであります。

（建設事業）

　当連結会計年度については、完成工事高は前年同期比5,831百万円減少（6.5％）の83,450百万円となり、セグ

メント利益は前年同期比573百万円増加（5.3％）の11,362百万円となりました。

（不動産事業等）

　当連結会計年度については、兼業事業売上高は前年同期比93百万円増加（8.5％）の1,198百万円となり、セグ

メント利益は前年同期比85百万円増加（20.3％）の506百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度に比べ受取手形・完成工事未収入金等及び契約資産で521

百万円、未成工事支出金で352百万円減少しましたが、現金預金で2,269百万円の増加などがあり、総額では1,038

百万円増加して96,159百万円となりました。

　負債につきましては、短期借入金が750百万円増加しましたが、支払手形・工事未払金等で2,603百万円、電子記

録債務で647万円の減少などがあり、総額では2,830百万円減少の36,454百万円となりました。

　純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が805百万円減少しましたが、利益剰余金が4,474百万円増加

したことなどにより、3,869百万円増加の59,704百万円となりました。

・総資産　　　　　96,159百万円（前期比1,038百万円、1.1％増加）

・負債　　　　　　36,454百万円（前期比2,830百万円、7.2％減少）

・純資産　　　　　59,704百万円（前期比3,869百万円、6.9％増加）

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は24,690百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,269百万円増

加しました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払額2,020百万円、仕入れ債務の減少が3,250百万円ありま

したが、税金等調整前当期純利益で7,773百万円、減価償却費1,118百万円、売上債権の減少額987百万円などによ

り4,613百万円の収入超過となりました。（前期は7,214百万円の収入超過）

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入が774百万円ありましたが、有形固定資

産の取得による支出で665百万円、投資有価証券の取得による支出で1,535百万円などにより、1,416百万円の支出

超過となりました。（前期は1,086百万円の支出超過）

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入が600百万円ありましたが、配当金の支払額で858

百万円、長期借入金の返済による支出で468百万円などにより、927百万円の支出超過となりました。（前期は660

百万円の支出超過）
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平成30年３月期 平成31年３月期 令和２年３月期 令和３年３月期 令和４年３月期

自己資本比率（％） 53.7 55.2 56.8 58.5 61.9

時価ベースの自己資本比率 35.1 30.2 28.1 28.7 31.9

キャッシュフロー対有利子

負債比率（年）
1.4 － 0.6 0.7 1.2

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
47.3 － 116.2 99.9 60.2

キャッシュ・フロー関連指標の推移

　（注）　自己資本比率　　　　　　　　　　　　：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率　　　　　　：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率　：有利子負債/キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ　　：キャッシュ・フロー/利払い

１．いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

４．有利子負債は連結貸借対照表に計上している負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

（４）今後の見通し

　第82期の見通しとして、受注高は前期比5.9％減の80,000百万円、売上高は前期比1.2％減の82,000百万円と計画

致しました。利益につきましては、引続き選別受注や収益管理の強化、並びに経費節減に努めますが、競争激化に

伴う工事利益率の低下が想定されるため、営業利益4,500百万円、経常利益4,800百万円、並びに親会社株主に帰属

する当期純利益を3,300百万円と計画致しました。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は安定収益を確保して、株主資本の充実や設備投資に備えた内部留保を行いながら、安定配当を行うことを

基本方針としております。当社グループの当期の業績や今後の事業展開を総合的に勘案し、１株当たり年30円と据

え置くことにいたします。

　当期の期末配当は令和４年６月７日を配当支払開始日として、１株当り15円とし、中間・期末合計で年30円の配

当を実施いたします。

　次期の配当予想につきましては、中間配当を1株当り15円とし、期末配当は、未定としております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当連結会計年度
(令和４年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 22,420 24,690

受取手形・完成工事未収入金等 40,339 17,514

契約資産 - 22,304

電子記録債権 114 4

未成工事支出金 455 102

その他の棚卸資産 159 271

その他 1,792 1,942

貸倒引当金 △7 △1

流動資産合計 65,275 66,829

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 13,400 13,474

機械、運搬具及び工具器具備品 6,367 6,546

土地 3,890 3,735

建設仮勘定 35 －

減価償却累計額 △11,928 △12,397

有形固定資産合計 11,765 11,359

無形固定資産

ソフトウエア 368 220

その他 23 22

無形固定資産合計 392 242

投資その他の資産

投資有価証券 17,221 17,293

その他 510 476

貸倒引当金 △43 △40

投資その他の資産合計 17,688 17,728

固定資産合計 29,845 29,330

資産合計 95,120 96,159

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当連結会計年度
(令和４年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 11,683 9,080

電子記録債務 7,214 6,567

短期借入金 568 1,318

１年内償還予定の社債 200 －

未払法人税等 1,085 1,542

未成工事受入金 1,431 1,418

完成工事補償引当金 22 128

工事損失引当金 64 －

賞与引当金 2,548 2,409

役員賞与引当金 60 60

その他 5,030 5,421

流動負債合計 29,909 27,947

固定負債

社債 2,000 2,000

長期借入金 2,632 2,014

繰延税金負債 2,041 1,770

退職給付に係る負債 1,910 1,930

その他 792 792

固定負債合計 9,376 8,507

負債合計 39,285 36,454

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金 1,823 1,823

利益剰余金 45,304 49,779

自己株式 △948 △949

株主資本合計 47,773 52,247

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,461 6,655

退職給付に係る調整累計額 374 572

その他の包括利益累計額合計 7,835 7,228

非支配株主持分 225 228

純資産合計 55,834 59,704

負債純資産合計 95,120 96,159
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　令和２年４月１日

　至　令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和３年４月１日
　至　令和４年３月31日)

売上高

完成工事高 87,638 81,782

兼業事業売上高 1,039 1,174

売上高合計 88,678 82,957

売上原価

完成工事原価 76,841 70,405

兼業事業売上原価 625 674

売上原価合計 77,467 71,080

売上総利益

完成工事総利益 10,797 11,377

兼業事業総利益 413 499

売上総利益合計 11,211 11,877

販売費及び一般管理費 4,914 4,865

営業利益 6,297 7,011

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 259 278

受取地代家賃 79 78

その他 62 25

営業外収益合計 401 383

営業外費用

支払利息 72 76

社債発行費 3 －

その他 12 5

営業外費用合計 88 81

経常利益 6,610 7,313

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 3 644

その他 0 －

特別利益合計 4 646

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 34 13

投資有価証券評価損 - 172

減損損失 11 －

その他 0 0

特別損失合計 45 186

税金等調整前当期純利益 6,568 7,773

法人税、住民税及び事業税 2,059 2,478

法人税等調整額 △38 △17

法人税等合計 2,021 2,460

当期純利益 4,547 5,312

非支配株主に帰属する当期純利益 10 4

親会社株主に帰属する当期純利益 4,536 5,308

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　令和２年４月１日

　至　令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和３年４月１日
　至　令和４年３月31日)

当期純利益 4,547 5,312

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 564 △806

退職給付に係る調整額 765 198

その他の包括利益合計 1,329 △608

包括利益 5,877 4,704

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,865 4,700

非支配株主に係る包括利益 11 3

（連結包括利益計算書）

- 8 -

名工建設㈱（1869）令和4年3月期　決算短信



(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,594 1,823 41,563 △948 44,031

当期変動額

剰余金の配当 △795 △795

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,536 4,536

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 3,741 △0 3,741

当期末残高 1,594 1,823 45,304 △948 47,773

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価

差額金
退職給付に係る調整

累計額
その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 6,898 △391 6,506 214 50,753

当期変動額

剰余金の配当 △795

親会社株主に帰属する当期
純利益

4,536

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

563 765 1,328 10 1,339

当期変動額合計 563 765 1,328 10 5,081

当期末残高 7,461 374 7,835 225 55,834

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,594 1,823 45,304 △948 47,773

会計方針の変更による累積
的影響額

24 24

会計方針の変更を反映した当
期首残高

1,594 1,823 45,329 △948 47,797

当期変動額

剰余金の配当 △858 △858

親会社株主に帰属する当期
純利益

5,308 5,308

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 4,450 △0 4,450

当期末残高 1,594 1,823 49,779 △949 52,247

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価

差額金
退職給付に係る調整

累計額
その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 7,461 374 7,835 225 55,834

会計方針の変更による累積
的影響額

24

会計方針の変更を反映した当
期首残高

7,461 374 7,835 225 55,859

当期変動額

剰余金の配当 △858

親会社株主に帰属する当期
純利益

5,308

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△805 198 △607 3 △604

当期変動額合計 △805 198 △607 3 3,845

当期末残高 6,655 572 7,228 228 59,704

当連結会計年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　令和２年４月１日

　至　令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和３年４月１日
　至　令和４年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 6,568 7,773

減価償却費 1,085 1,118

減損損失 11 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 △8

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △1 105

工事損失引当金の増減額（△は減少） 1 △64

賞与引当金の増減額（△は減少） △140 △139

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12 0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 307 305

受取利息及び受取配当金 △259 △279

支払利息 72 76

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △3 △644

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） - 172

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △2

固定資産除却損 34 13

売上債権の増減額（△は増加） 937 987

未成工事支出金の増減額（△は増加） 74 1

その他の棚卸資産の増減額（△は増加） 2 47

その他の資産の増減額（△は増加） △816 △150

仕入債務の増減額（△は減少） 725 △3,250

未成工事受入金の増減額（△は減少） 81 54

その他の負債の増減額（△は減少） 715 313

その他 0 0

小計 9,363 6,431

利息及び配当金の受取額 259 279

利息の支払額 △72 △76

法人税等の支払額 △2,336 △2,020

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,214 4,613

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　令和２年４月１日

　至　令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和３年４月１日
　至　令和４年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △878 △665

有形固定資産の売却による収入 15 34

固定資産の除却による支出 △11 △7

無形固定資産の取得による支出 △26 △17

投資有価証券の取得による支出 △200 △1,535

投資有価証券の売却による収入 15 774

貸付けによる支出 - △0

貸付金の回収による収入 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,086 △1,416

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000 －

長期借入れによる収入 300 600

長期借入金の返済による支出 △164 △468

社債の発行による収入 1,000 －

社債の償還による支出 - △200

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △795 △858

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △660 △927

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,467 2,269

現金及び現金同等物の期首残高 16,952 22,420

現金及び現金同等物の期末残高 22,420 24,690
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更等）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

(１)工事契約に係る収益認識

　建設事業における工事契約に関して、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工

事進行基準を、工期がごく短い工事、請負金額が重要性に乏しい工事については工事完成基準を適用しておりま

したが、原則として全ての工事について履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法

に変更しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りが出来ない工事については、原価回

収基準を適用しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づく

インプット法によっております。

　なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契

約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で

収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の

利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基

準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべ

ての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益

剰余金に加減しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高は256百万円増加し、売上原価は229百万円増加し、営業利益、経常利益及び税

金等調整前当期純利益はそれぞれ26百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は24百万円増加してお

ります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形・完成工事未収入金等」は、当連結会計年度より「受取手形・完成工事未収入金等」、「契約資産」と表

示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結財務諸表への影響はありません。

（表示方法の変更）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 87,638 1,039 88,678 － 88,678

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,643 64 1,707 △1,707 －

計 89,282 1,104 90,386 △1,707 88,678

セグメント利益 10,788 420 11,209 △4,911 6,297

セグメント資産 50,920 4,409 55,330 39,790 95,120

その他の項目

減価償却費 517 252 770 315 1,085

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当社は、「建設事業」及び「不動産事業等」の２つを報告セグメントとしております。

「建設事業」は建設工事全般に関する事業を、「不動産事業等」は不動産の売買及び賃貸などに関する

事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

（会計方針の変更）

　会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更してお

ります。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「建設事業」の売上高が256百万円増加

し、セグメント利益が26百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表
計上額
（注）２建設事業 不動産事業等 合計

売上高

外部顧客への売上高 81,782 1,174 82,957 － 82,957

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,668 23 1,691 △1,691 －

計 83,450 1,198 84,648 △1,691 82,957

セグメント利益 11,362 506 11,868 △4,856 7,011

セグメント資産 49,879 4,161 54,040 42,119 96,159

その他の項目

減価償却費 591 231 823 295 1,118

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 2 8

全社費用※ △4,914 △4,865

合計 △4,911 △4,856

当連結会計年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）

（注）１．調整額の内容は以下の通りであります。

セグメント利益

（単位：百万円）

※全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

セグメント資産

報告セグメントに帰属しない現金預金、投資有価証券及び一般管理部門の資産であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

東海旅客鉄道（株） 52,364 建設事業

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

東海旅客鉄道（株） 50,498 建設事業

【関連情報】

前連結会計年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報として同様の情報が開示されているため、記載を省略しています。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がありませんので、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がありませんので、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

当連結会計年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報として同様の情報が開示されているため、記載を省略しています。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がありませんので、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がありませんので、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

建設事業 不動産事業等 合計

減損損失 11 － 11

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）

当連結会計年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自　令和２年４月１日

至　令和３年３月31日）

当連結会計年度
（自　令和３年４月１日

至　令和４年３月31日）

１株当たり純資産額 2,202.88円

１株当たり当期純利益 179.72円

　

１株当たり純資産額 2,356.06円

１株当たり当期純利益 210.29円

　

前連結会計年度
(自　令和２年４月１日
至　令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益　   　

（百万円）
4,536 5,308

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（百万円）
4,536 5,308

期中平均株式数（千株） 25,243 25,243

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。
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(単位：百万円)

前事業年度
(令和３年３月31日)

当事業年度
(令和４年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 21,641 23,625

受取手形 960 136

電子記録債権 80 4

完成工事未収入金 38,867 17,314

契約資産 - 22,228

販売用不動産 122 240

未成工事支出金 408 47

材料貯蔵品 34 28

前払費用 31 74

未収入金 575 966

立替金 1,141 830

その他 37 53

貸倒引当金 △7 △1

流動資産合計 63,895 65,549

固定資産

有形固定資産

建物 12,578 12,647

減価償却累計額 △5,730 △6,066

建物（純額） 6,847 6,580

構築物 638 663

減価償却累計額 △445 △466

構築物（純額） 193 197

機械及び装置 2,718 2,761

減価償却累計額 △2,393 △2,477

機械及び装置（純額） 325 284

車両運搬具 205 213

減価償却累計額 △160 △178

車両運搬具（純額） 45 34

工具器具・備品 3,424 3,549

減価償却累計額 △3,063 △3,082

工具器具・備品（純額） 361 467

土地 3,785 3,637

建設仮勘定 35 －

有形固定資産合計 11,594 11,202

４．個別財務諸表

（１）貸借対照表
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(単位：百万円)

前事業年度
(令和３年３月31日)

当事業年度
(令和４年３月31日)

無形固定資産

ソフトウエア 367 219

その他 23 22

無形固定資産合計 391 242

投資その他の資産

投資有価証券 17,049 17,124

関係会社株式 552 552

関係会社長期貸付金 4 4

長期前払費用 42 41

その他 375 340

貸倒引当金 △43 △40

投資その他の資産合計 17,982 18,022

固定資産合計 29,967 29,467

資産合計 93,863 95,016

負債の部

流動負債

支払手形 698 610

電子記録債務 7,214 6,571

工事未払金 10,735 8,361

短期借入金 1,168 1,918

１年内償還予定の社債 200 －

未払金 577 1,449

未払費用 190 187

未払法人税等 1,067 1,527

未成工事受入金 1,431 1,418

預り金 910 501

完成工事補償引当金 22 127

工事損失引当金 64 －

賞与引当金 2,420 2,284

役員賞与引当金 51 54

その他 3,278 3,224

流動負債合計 30,031 28,236

固定負債

社債 2,000 2,000

長期借入金 2,632 2,014

繰延税金負債 1,853 1,494

退職給付引当金 2,396 2,696

その他 767 768

固定負債合計 9,649 8,972

負債合計 39,680 37,209
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(単位：百万円)

前事業年度
(令和３年３月31日)

当事業年度
(令和４年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,594 1,594

資本剰余金

資本準備金 1,746 1,746

その他資本剰余金 13 13

資本剰余金合計 1,760 1,760

利益剰余金

利益準備金 398 398

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 658 664

別途積立金 38,235 41,935

繰越利益剰余金 5,079 5,800

利益剰余金合計 44,371 48,799

自己株式 △948 △949

株主資本合計 46,777 51,204

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,405 6,601

評価・換算差額等合計 7,405 6,601

純資産合計 54,182 57,806

負債純資産合計 93,863 95,016
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　令和２年４月１日

　至　令和３年３月31日)

当事業年度
(自　令和３年４月１日
　至　令和４年３月31日)

売上高

完成工事高 85,814 80,354

兼業事業売上高 996 1,110

売上高合計 86,810 81,465

売上原価

完成工事原価 75,290 69,234

兼業事業売上原価 606 636

売上原価合計 75,896 69,870

売上総利益

完成工事総利益 10,524 11,119

兼業事業総利益 389 474

売上総利益合計 10,914 11,594

販売費及び一般管理費

役員報酬 181 194

従業員給料手当 1,666 1,628

賞与引当金繰入額 532 489

役員賞与引当金繰入額 51 54

退職金 17 11

退職給付費用 132 130

法定福利費 329 334

福利厚生費 112 99

修繕維持費 17 20

事務用品費 98 89

通信交通費 139 143

動力用水光熱費 33 35

調査研究費 26 44

広告宣伝費 19 16

貸倒引当金繰入額 △20 △9

交際費 21 18

寄付金 4 2

地代家賃 397 414

減価償却費 314 295

租税公課 252 265

保険料 6 6

雑費 383 388

販売費及び一般管理費合計 4,719 4,673

営業利益 6,194 6,921

（２）損益計算書
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　令和２年４月１日

　至　令和３年３月31日)

当事業年度
(自　令和３年４月１日
　至　令和４年３月31日)

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 258 277

受取地代家賃 90 89

雑収入 58 31

営業外収益合計 407 399

営業外費用

支払利息 72 73

社債利息 1 5

社債発行費 3 －

雑支出 10 3

営業外費用合計 89 82

経常利益 6,512 7,237

特別利益

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 3 644

その他 0 －

特別利益合計 4 645

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 34 13

投資有価証券評価損 - 172

減損損失 11 －

その他 0 0

特別損失合計 45 186

税引前当期純利益 6,471 7,697

法人税、住民税及び事業税 2,023 2,451

法人税等調整額 △35 △15

法人税等合計 1,987 2,435

当期純利益 4,484 5,261
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前事業年度
（自　令和２年４月１日

至　令和３年３月31日）

当事業年度
（自　令和３年４月１日

至　令和４年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

材料費 14,284 19.0 12,826 18.5

労務費 24,431 32.4 24,576 35.5

外注費 21,135 28.1 17,367 25.1

経費 15,437 20.5 14,464 20.9

（うち人件費） (8,675) (11.5) (8,475) (12.2)

計 75,290 100 69,234 100

前事業年度
（自　令和２年４月１日

至　令和３年３月31日）

当事業年度
（自　令和３年４月１日

至　令和４年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

不動産費 8 1.4 43 6.8

経費 597 98.6 592 93.2

計 606 100 636 100

完成工事原価報告書

（注）原価計算の方法は、個別原価計算によっております。

兼業事業売上原価報告書

（注）原価計算の方法は、個別原価計算によっております。
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資
本剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮積立
金

固定資産
圧縮特別
勘定積立
金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 1,594 1,746 13 398 660 9 34,235 5,378 40,682

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 9 △9 -

固定資産圧縮積立金の取崩 △12 12 -

固定資産圧縮特別勘定積立金
の取崩

△9 9 -

別途積立金の積立 4,000 △4,000 -

剰余金の配当 △795 △795

当期純利益 4,484 4,484

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

当期変動額合計 - - - - △2 △9 4,000 △298 3,688

当期末残高 1,594 1,746 13 398 658 － 38,235 5,079 44,371

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △948 43,088 6,845 6,845 49,934

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 - -

固定資産圧縮積立金の取崩 - -

固定資産圧縮特別勘定積立金
の取崩

- -

別途積立金の積立 - -

剰余金の配当 △795 △795

当期純利益 4,484 4,484

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

559 559 559

当期変動額合計 △0 3,688 559 559 4,248

当期末残高 △948 46,777 7,405 7,405 54,182

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　令和２年４月１日　至　令和３年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資
本剰余金

利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余
金合計

固定資産
圧縮積立
金

固定資産
圧縮特別
勘定積立
金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 1,594 1,746 13 398 658 － 38,235 5,079 44,371

会計方針の変更による累積的
影響額

24 24

会計方針の変更を反映した当期
首残高

1,594 1,746 13 398 658 － 38,235 5,103 44,395

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 25 △25 －

固定資産圧縮積立金の取崩 △18 18 －

別途積立金の積立 3,700 △3,700 －

剰余金の配当 △858 △858

当期純利益 5,261 5,261

自己株式の取得

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

当期変動額合計 － － － － 6 － 3,700 697 4,403

当期末残高 1,594 1,746 13 398 664 － 41,935 5,800 48,799

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △948 46,777 7,405 7,405 54,182

会計方針の変更による累積的
影響額

24 24

会計方針の変更を反映した当期
首残高

△948 46,801 7,405 7,405 54,206

当期変動額

固定資産圧縮積立金の積立 － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △858 △858

当期純利益 5,261 5,261

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）

△803 △803 △803

当期変動額合計 △0 4,403 △803 △803 3,599

当期末残高 △949 51,204 6,601 6,601 57,806

当事業年度（自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日）
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（単位:百万円）

区分
令和３年３月期 令和４年３月期

比較増減 増減率
通期 構成比 通期 構成比

％ ％ ％

土木 63,724 79.2 61,715 72.6 △ 2,009 △ 3.2

建築 16,724 20.8 23,258 27.4 6,533 39.1

計 80,449 100.0 84,973 100.0 4,524 5.6

官公庁 19,631 24.4 22,513 26.5 2,882 14.7

民間 60,817 75.6 62,460 73.5 1,642 2.7

計 80,449 100.0 84,973 100.0 4,524 5.6

５．補足情報

（１）部門別受注高比較表（連結）

（単位:百万円）

区分
令和３年３月期 令和４年３月期

比較増減 増減率
通期 構成比 通期 構成比

完成工事高 ％ ％ ％

土木 63,834 72.8 62,063 75.9 △ 1,771 △ 2.8

建築 23,804 27.2 19,719 24.1 △ 4,084 △ 17.2

計 87,638 100.0 81,782 100.0 △ 5,856 △ 6.7

官公庁 22,534 25.7 20,873 25.5 △ 1,661 △ 7.4

民間 65,104 74.3 60,909 74.5 △ 4,194 △ 6.4

計 87,638 100.0 81,782 100.0 △ 5,856 △ 6.7

兼業事業売上高 1,039 ― 1,174 ― 134 12.9

総売上高 88,678 ― 82,957 ― △ 5,721 △ 6.5

（２）部門別売上高比較表（連結）

（単位:百万円）

区分
令和３年３月期 令和４年３月期

比較増減 増減率
通期 構成比 通期 構成比

％ ％ ％

土木 55,342 80.6 54,673 76.5 △ 668 △ 1.2

建築 13,361 19.4 16,836 23.5 3,474 26.0

計 68,703 100.0 71,509 100.0 2,805 4.1

官公庁 21,588 31.4 23,215 32.5 1,626 7.5

民間 47,115 68.6 48,294 67.5 1,178 2.5

計 68,703 100.0 71,509 100.0 2,805 4.1

（３）部門別繰越高比較表（連結）
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６．その他

（１）役員の異動

開示内容が定まった時点で開示します。

（２）その他

該当事項はありません。
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